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　　 　対象者はタミルナード州の 3 つの盲学校の生徒 00 人（全盲生徒 55 人，弱視生徒 45 人）であった。
生徒は 2 人で  組とし，6 組～ 8 組ずつ試行した。幾何図形の作図過程を段階的に示した触図セットを，
各組（2 名）の生徒に  セットずつ提示した。
　（2）盲人用作図器具の作製と，その効果に関する試行と検証










　　質問紙 A の回収率は 52％，質問紙 B の回収率は 74％であった。






　（ ）実践研究  では，00 人の対象生徒のうち 95 人が，段階的に作図過程を示した触図はわかりやすい
と答え，作図過程を理解した。段階的な図の触察は初めての体験だった。
　（2）実践研究 2 では，2 人の全盲生徒は慣れるにつれて作図をすることができた。
　（3 ）実践研究 3 では，日本の盲学校の生徒はインドの盲学校の生徒よりも理解が早かった。インドの盲学
校の生徒も，触察の速さが向上し，kolam に用いられている基本的な幾何学的パターンの規則性を理解
した。
　実践研究により，触図や盲人用作図器具などの教材教具が有効であることが立証され，指導法の工夫によ
り，幾何図形の作図も可能であることが明らかになった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究の背景には，インドの盲学校において高等学校レベルの数学教育が実施されていない状況がある。
筆者は，盲学校の数学教育の実態と指導困難な内容を質問紙調査によって明らかにした上で，インドの盲学
校における数学指導の困難は，適切な指導法と教材教具の欠如によるものであるとする仮説を立てた。そし
て，タミルナード州の盲学校を対象にした調査によって仮説の裏付けを得た上で，盲学校の生徒を対象に新
しい指導法と教材・教具を用いた実践研究を行い，新しい指導法と教材・教具の効果について明らかにした。
　本研究は，視覚障害生徒を対象にした算数・数学の指導に関する，インドにおいて初めての先駆的な研究
である。また，インドの盲学校の数学教育の実践およびインドにおける視覚障害指導法の研究に大きく貢献
するものであり高く評価することができる。
　よって，著者は博士（心身障害学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
